
「Welcome Back to School」、私たちの思い 

校長 梅澤 薫 

前半は猛暑が続いたものの、後半は不順な天候も多く、印象としては夏らしさを感じにく

かった夏休みだったように思いますが、皆様にとってはいかがだったでしょうか。また、各

地で自然災害による大きな被害が多く発生しました。被害に遭われた地域の方々にお見舞い

申し上げると共に、一日も早い復興を祈っております。 

日本以外の国には新学年のスタートは 9 月中というところが、たくさんあります。それら

の国ではまさしく今頃、学用品売り場などに「Back to School」という標語が掲げられ、新

学年スタートの雰囲気を盛り上げています。それらの国では学年の区切りとなる夏休みは２

～3 ヶ月という長さであることが多く、夏休みを利用して子供たちは学校を離れ、様々な環

境で経験を積み成長していきます。そんな子供たちを改めて迎える「Back to School」とい

う言葉には、単に新学年のスタートを示すだけでなく、1 年間頑張り、長い休みに成長した

子供たちの新たな学校生活を応援する意味が込められているように感じています。 

残念ながら錦台中学校の夏休みはそれほど長くはなく、また学年の区切りでもありません

が、長く学校を離れた生徒を改めて迎えるということは同じで、私たちの「Welcome Back 

to School」という思いに変わりはありません。１学期の終業式では生徒の皆さんに、大き

な怪我をしたり事故に遭ったりせず、２学期の始業式には元気に登校してくることをお願い

しましたが、これも私たちの「Welcome Back to School」という思いの一つです。皆その

約束は果たしてくれていたようでホッとしているところですが、加えて夏休み前に立てた計

画や目標の達成に近づき、１つランクアップした姿で新学期を迎えてくれた人も多くいるよ

うで嬉しい限りです。また、体つきや顔つきも逞しさを増した生徒が多いようにも感じます。

夏休み中に今後の学習や行事の準備を進め、皆さんを待っていた先生方も、皆さんに再会し、

まさしく「Welcome Back to School」という思いでいることでしょう。そのような先生方

の思いに心を通わせ、皆さん一人ひとりがさらに自分を高めようとしていくことで、この２

学期も今まで以上に多くの成果を見せてくれるだろうと思うと本当に楽しみでなりません。 

普段の学校生活や行事に加え、部活動等での実績の積み重ねが自らの成長を促し、周りの

人々との信頼関係を高め、自分への自信や学校に対する誇りや愛着を高めていきます。２学

期の始まりにあたり、私の中に「Welcome Back to School」という思いが自然と募ること

に感謝し、いつもその思いで長期の休み明けを迎えられようにいたいものです。 
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